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主

な

内

容
　
　
　
　
　
　
　
　

文
献
セ
ン
タ
ー
の
第
３
回
総
会
開
催
決
定
…
１

大
杉
栄
全
集
が
９
月
よ
り
刊
行
開
始
…
２

バ
ク
ー
ニ
ン
記
念
会
議
参
加
記
︵
１
︶
…
４

カ
フ
ェ
に
山
鹿
泰
治
メ
ニ
ュ
ー
誕
生
…
６

平
山
忠
敬
氏
寄
贈
リ
ス
ト
︵
抜
粋
︶
…
８

ア
ナ
キ
ズ
ム
文
献
セ
ン
タ
ー

﹁
第
３
回
総
会
﹂
の
開
催
日
が
決
定

　

ア
ナ
キ
ズ
ム
文
献
セ
ン
タ
ー
の
第
３
回

総
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
総
会
は
、
当
文
献
セ
ン
タ
ー
の
運

営
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
会
員
、
協

力
者
の
皆
さ
ん
に
こ
の
間
の
活
動
の
総
合

的
な
報
告
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
方

針
を
示
す
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

定
例
総
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、「
ア

ナ
キ
ズ
ム
文
献
セ
ン
タ
ー
規
約
」
に
最
低

３
年
に
１
回
と
規
定
さ
れ
て
お
り
（
第
九

条
）、
前
々
回
が
２
０
０
８
年
12
月
に
東

京
・
新
宿
で
、
前
回
が
２
０
１
１
年
６
月

に
大
阪
で
し
た
の
で
、
今
回
の
総
会
は
約

３
年
の
間
を
置
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
開
催
地
は
神
戸
。
前
回
の
大
阪

に
続
い
て
の
関
西
で
の
開
催
と
な
り
ま

す
。
重
要
事
項
に
つ
い
て
は
議
題
を
会
員

に
諮
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
総

会
で
は
大
き
な
決
定
事
項
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
こ
の
３
年
間
の
報
告
が
中
心
に
な

り
ま
す
。

　

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

《
第
３
回
総
会
》

◎
日
時
・
11
月
29
日
︵
土
︶
14
時
開
場

◎
会
場
・
神
戸
市
青
少
年
会
館
（
神
戸
市

中
央
区
雲
井
通
５
丁
目
１

－

２
）

◎
日
程
・
総
会　

14
時
半
開
始

　

活
動
報
告
、
会
計
報
告
、
事
業
計
画
案

等

　

懇
親
会　

17
時
半
開
始
＊
会
場
近
く

※
事
前
の
お
申
し
込
み
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
便
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
（
Ｅ
メ
ー
ル
及
び
郵
送
先

は
６
頁
の
奥
付
に
掲
載
）。

　

インターネットから引用

﹃
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
の

過
去
・
現
在
・
未
来
～
現
代
日
本

の
新
し
い
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
﹄
刊
行

　

本
誌
25
号
で
も
報
告
し
た
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム

の
過
去
・
現
在
・
未
来
～
世
界
と
ア
ジ
ア

を
つ
な
ぐ
た
め
に
」（
２
０
１
３
年
11
月

16
日
、
明
治
大
学
、
ゲ
ス
ト
／
ガ
ブ
リ
エ

ル
・
ク
ー
ン
氏
）
の
報
告
書
が
刊
行
さ
れ

ま
し
た
。
編
著
者
３
人
の
ほ
か
、
栗
原
康

氏
、
樋
口
拓
朗
氏
、
仲
田
教
人
氏
に
よ
る

当
日
の
報
告
や
コ
メ
ン
ト
、
ガ
ブ
リ
エ
ル

氏
の
日
本
滞
在
報
告
な
ど
掲
載
。

◎
編
著
：
田
中
ひ
か
る
・
飛
矢
崎
雅
也
・

山
中
千
春
、
発
行
：
関
西
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム

研
究
会
、
Ａ
５
判
、
１
７
６
Ｐ
（
前
半
は

日
本
語
、
後
半
は
そ
の
英
語
版
）、
価
格
・

￥
１
５
０
０
、
販
売
問
い
合
わ
せ
先
：
イ

レ
ギ
ュ
ラ
ー
・
リ
ズ
ム
・
ア
サ
イ
ラ
ム

（
０
３

－

３
３
５
２

－

６
９
１
６
）
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九
月
中
旬
、
ぱ
る
出
版
か
ら
大
杉
栄
全

集
（
全
十
二
巻
＋
別
巻
一
）
の
第
一
回
配

本
・
第
二
巻
が
刊
行
さ
れ
た
。
四
六
版
・

上
製
本
ク
ロ
ス
装
・
函
入
り
四
八
〇
頁
に
、

口
絵
写
真
二
頁
、
月
報
付
で
あ
る
。
定
価

は
〔
本
体
六
八
〇
〇
円
＋
税
〕
と
い
さ
さ

か
高
い
が
、
昨
今
の
出
版
事
情
か
ら
す
る

と
や
む
を
得
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

　

刊
行
予
定
は
今
後
、
第
一
期
と
し
て
第

一
～
七
巻
が
来
年
三
月
ま
で
毎
月
刊
行
さ

れ
、
第
二
期
と
し
て
翻
訳
巻
の
第
八
～
十

二
巻
お
よ
び
別
巻
一
が
来
年
末
ま
で
順
次

発
刊
さ
れ
る
予
定
。

　

大
杉
栄
の
全
集
は
周
知
の
よ
う
に
こ
れ

ま
で
二
回
、
死
の
直
後
に
近
藤
憲
二
の
手

に
よ
っ
て
ア
ル
ス
版
（
発
行
は
同
全
集
刊

行
会
、
発
売
ア
ル
ス
）
が
一
九
二
五
～
二

六
年
に
全
十
巻
（
た
だ
し
第
十
巻
は
伊
藤

野
枝
集
）
で
出
版
さ
れ
、
戦
後
の
一
九
六

三
～
六
五
年
に
か
け
て
現
代
思
潮
社
版
全

十
四
巻
が
出
て
い
る
の
で
、
今
回
の
全
集

は
三
度
目
と
な
る
。

　

ア
ル
ス
版
は
当
時
の
言
論
弾
圧
下
で
発

売
禁
止
の
お
そ
れ
か
ら
未
収
録
と
な
っ
た

作
品
や
伏
字
が
多
い
な
ど
の
時
代
的
制
約

を
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
方
、
現
代
思

潮
社
版
は
新
し
い
戦
後
世
代
に
幅
広
く
読

者
を
開
拓
す
る
と
い
っ
た
意
図
を
も
っ
て

編
集
さ
れ
た
よ
う
で
、
テ
ー
マ
別
の
巻
構

成
を
と
り
、
表
記
を
現
代
風
に
改
め
、
ま

た
ロ
マ
ン
・
ロ
ー
ラ
ン
、
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン

を
除
い
た
翻
訳
（
ダ
ー
ウ
ィ
ン
、
フ
ァ
ー

ブ
ル
な
ど
）
を
割
愛
し
て
い
る
。

　

そ
の
点
で
今
回
の
全
集
は
、
名
実
と
も

に
全
集
に
ふ
さ
わ
し
く
、
初
出
文
章
を
底

本
と
し
た
時
系
列
構
成
に
よ
る
完
全
収
録

を
図
っ
て
い
る
。「
全
集
の
特
色
」
は
左

に
掲
げ
た
通
り
で
、
い
わ
ば
没
後
九
十

年
、
三
度
目
の
編
纂
に
し
て
、
大
杉
栄
の

全
容
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
網
羅
し
た
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

　

戦
後
世
代
の
私
な
ど
が
手
に
し
読
み
親

し
ん
だ
の
は
現
代
思
潮
社
版
で
、
刊
行
当

時
は
他
に
大
杉
の
著
作
は
皆
無
で
あ
っ
た

し
、
手
軽
さ
と
読
み
易
さ
か
ら
す
る
と
、

時
折
古
本
屋
さ
ん
で
見
か
け
る
ア
ル
ス
版

と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
有
り
難
い
存

在
で
あ
っ
た
。
し
か
も
全
集
完
結
後
に
も

時
を
お
い
て
主
要
巻
は
装
い
を
替
え
て
何

度
か
再
刊
さ
れ
て
読
み
継
が
れ
た
。

　

そ
れ
に
比
す
る
と
、
今
回
の
全
集
は
手

軽
さ
と
読
み
易
さ
に
お
い
て
は
一
歩
引
け

を
と
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
大
杉
栄
の
全

著
作
を
時
系
列
で
ほ
ぼ
収
録
し
得
て
い
る

点
で
彼
の
全
活
動
を
俯
瞰
し
よ
り
深
く
理

解
す
る
、
大
杉
研
究
の
新
た
な
ス
テ
ッ
プ

に
欠
か
せ
な
い
基
本
文
献
と
な
る
こ
と
は

疑
え
な
い
。

　

最
後
に
第
二
巻
の
内
容
を
紹
介
し
て
お

こ
う
。
時
期
と
し
て
は
一
九
一
二
年
十
月

か
ら
一
四
年
九
月
ま
で
で
、
大
逆
事
件
後

の
「
冬
の
時
代
」
の
閉
塞
感
の
打
破
を
図

り
荒
畑
寒
村
と
創
刊
し
た
『
近
代
思
想
』

掲
載
の
諸
論
文
が
主
体
で
あ
る
。
同
誌
刊

行
は
新
時
代
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
潮

流
を
先
取
り
す
る
果
敢
な
行
動
と
な
り
、

同
誌
上
で
の
二
年
余
の
言
論
活
動
は
社
会

主
義
運
動
を
画
す
る
旗
印
と
な
っ
た
。
全

二
十
三
冊
に
及
ん
だ
同
誌
掲
載
論
稿
他
を

網
羅
し
て
い
る
。
付
さ
れ
た
「
月
報
１
」

の
目
次
を
参
考
ま
で
に
掲
げ
て
お
こ
う
。

　

２
０
１
４
年
夏　

大
杉
栄
を
再
導
入
す

る
こ
と
―
―
高
祖
岩
三
郎

　

限
界
か
ら
「
脱
出
」
し
た
男
―
―
マ
イ

ケ
ル
・
シ
ャ
ワ
テ
ィ
ー

　

大
杉
訳
「
青
年
に
訴
う
」
に
ひ
か
れ
て

―
―
藤
巻
謙
一

　

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
パ
ラ
ン
ト
を
め
ぐ
っ
て

―
―
渡
邊
淳
也

◆
全
集
の
特
色

一
、
大
杉
栄
の
全
著
作
を
収
録
、
彼
の
全

活
動
を
解
明
す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と

し
、こ
れ
ま
で
の
全
集
の
遺
漏
を
補
っ
て
、

現
在
考
え
ら
れ
る
完
全
な
全
集
を
め
ざ
し

た
。

一
、
構
成
は
、
著
作
の
時
系
列
に
よ
る
収

録
を
原
則
と
し
て
各
巻
に
配
置
し
た
が
、

書
簡
、
翻
訳
書
に
つ
い
て
は
別
に
ま
と
め

大
杉
栄
全
集
い
よ
い
よ
刊
行
開
始
!!!

没
後
九
〇
年
に
し
て
編
纂
さ
れ
た
完
全
版
全
集
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た
。
書
簡
を
収
録
す
る
別
巻
に
は
、「
著

作
目
録
」「
略
年
譜
」「
索
引
」
等
を
網
羅

し
て
便
宜
を
は
か
っ
た
。

一
、
初
出
の
文
章
を
底
本
と
す
る
こ
と
を

原
則
と
し
た
う
え
で
、
後
に
単
行
本
と
し

て
収
録
さ
れ
た
文
章
を
も
参
照
し
、伏
字
・

削
除
等
の
部
分
を
可
能
な
か
ぎ
り
復
元
し

た
。

一
、
大
杉
栄
研
究
の
現
状
を
ふ
ま
え
、
外

国
語
原
典
の
探
索
、
再
録
の
調
査
等
を
お

こ
な
う
な
ど
、
テ
キ
ス
ト
・
ク
リ
テ
ィ
ー

ク
を
徹
底
し
た
。

◆
大
杉
栄
全
集
〈
全
12
巻
┼
別
巻
１
〉・

構
成

◉
第
１
巻　

一
九
〇
四
年
七
月
十
七
日
―

一
九
一
二
年
九
月
十
五
日　

社
会
主
義
運

動
へ
の
参
加　

市
谷
監
獄
よ
り　

新
兵
諸

君
に
与
ふ　

青
年
に
訴
ふ

◉
第
２
巻　

一
九
一
二
年
十
月
一
日
―
一

九
一
四
年
九
月
二
五
日　
『
近
代
思
想
』

の
創
刊
─
「
冬
の
時
代
」
か
ら
の
船
出
─

　

奴
隷
根
性
論　

生
の
拡
充　

知
識
的
手

淫◉
第
３
巻　

 

一
九
一
四
年
十
月
十
五
日

―
一
九
一
六
年
一
月
二
二
日　
『
月
刊
平

民
新
聞
』
の
挑
戦　
『
近
代
思
想
』（
第
二

次
）
へ
の
回
帰 

労
働
者
の
自
覚　

築

地
の
親
爺　

労
働
運
動
と
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ

ズ
ム

◉
第
４
巻　

一
九
一
六
年
三
月
十
五
日
―

一
九
一
九
年
九
月
一
日　

労
働
者
の
中
へ

　

孤
立
・
転
換
と
「
労
働
運
動
の
哲
学
」 

『
文
明
批
評
』『
月
刊
労
働
新
聞
』　

僕
等

の
自
負　

正
義
を
求
め
る
心　

獄
中
記

◉
第
５
巻　

一
九
一
九
年
十
月
六
日
―
一

九
二
一
年
十
二
月
一
日　

第
一
次
『
労
働

運
動
』
─
労
働
運
動
の
重
視
─　

第
二
次

『
労
働
運
動
』
─
ア
ナ
・
ボ
ル
協
同
戦
線

の
模
索
─　

労
働
運
動
の
精
神　

社
会
的

理
想
論　

米
田
博
士
へ

◉
第
６
巻　

一
九
二
一
年
十
二
月
二
六
日

―
一
九
二
二
年
六
月
十
五
日　

第
三
次

『
労
働
運
動
』
─
ア
ナ
・
ボ
ル
対
立
か
ら

決
裂
─ 

二
度
目
の
復
活
に
際
し
て　

バ

ク
ウ
ニ
ン
の
生
涯　

自
叙
伝

◉
第
７
巻　

一
九
二
二
年
七
月
一
日
―
一

九
二
三
年
十
月
二
五
日　

総
連
合
大
会
決

裂
と
ロ
シ
ア
革
命
へ
の
批
判　

日
本
脱
出

と
最
期　

ト
ロ
ツ
キ
イ
の
協
同
戦
線
論　

マ
ル
ク
ス
と
バ
ク
ウ
ニ
ン　

日
本
脱
出
記

◉
第
８
巻　

翻
訳
第
１
巻
〈
ム
ウ
ア
・
ル

ボ
ン
・
ル
ト
ウ
ル
ノ
〉　

万
物
の
同
根
一

族　

物
質
非
不
滅
論　

男
女
関
係
の
進
化

◉
第
９
巻　

翻
訳
第
２
巻〈
ダ
ー
ウ
ィ
ン
〉

　

種
の
起
源

◉
第
10
巻　

翻
訳
第
３
巻
〈
ロ
ー
ラ
ン
・

ク
ロ
ポ
ト
キ
ン

（1）
〉 

民
衆
芸
術
論　

相
互

扶
助
論

◉
第
11
巻　

翻
訳
第
４
巻
〈
ク
ロ
ポ
ト
キ

ン
（2）
〉　

一
革
命
家
の
思
い
出

◉
第
12
巻　

翻
訳
第
５
巻〈
フ
ァ
ー
ブ
ル
〉

　

昆
虫
記
１　

科
学
の
不
思
議

◉
別
巻 

書
簡
・
資
料

◆
発
行

株
式
会
社
ぱ
る
出
版

〒
１
６
０

－

０
０
１
１

東
京
都
新
宿
区
若
葉
１

－

９

－

16

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
０
３

－

３
３
５
３

－

２
８
３
５

Ｆ
Ａ
Ⅹ
・
０
３

－

３
３
５
３

－

２
８
２
６

http://pal-pub.jp

◆
刊
行
予
定

◉
第
１
期　

第
１
巻
～
第
７
巻

２
０
１
４
年
９
月
～
２
０
１
５
年
３
月 

毎
月
刊
行

定
価
：
各
巻
・
本
体
六
八
〇
〇
円
┼
税

セ
ッ
ト
価
格
・
本
体
四
七
六
〇
〇
円
┼
税

◉
第
２
期　

第
８
巻
～
第
12
巻
・
別
巻

２
０
１
５
年
５
月
～
12
月 
刊
行

定
価
：
各
巻
・
本
体
八
〇
〇
〇
円
┼
税　

セ
ッ
ト
価
格
・
本
体
四
八
〇
〇
〇
円
┼
税

◎
第
１
回
配
本 

第
２
巻
２
０
１
４
年
９

月◆
造
本
・
体
裁

四
六
判
・
上
製
本
ク
ロ
ス
装
・
函
入
り

各
巻
・
平
均
四
八
〇
頁 

口
絵
写
真
２
頁
・

各
巻
月
報
付 

本
文
13
級
・
45
字
詰
め
・
18
行
・
１
段
組

み装
幀
：
工
藤
強
勝
┼
勝
田
亜
加
里
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参
加
を
決
断
す
る
ま
で
の
長
い
道
の
り

　

二
〇
一
四
年
七
月
一
二
～
一
三
日
に
、

ロ
シ
ア
の
プ
リ
ャ
ム
ー
ヒ
ノ
（「
プ
リ
ヤ

ム
ヒ
ノ
」
が
よ
く
見
る
表
記
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
現
地
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
尊
重
し

て
こ
の
よ
う
に
表
記
す
る
）
で
開
催
さ
れ

た
「
バ
ク
ー
ニ
ン
生
誕
二
〇
〇
周
年
記
念

会
議
」
に
参
加
し
て
き
た
。
し
か
し
、
当

初
は
行
か
な
い
つ
も
り
だ
っ
た
。職
業
柄
、

い
ろ
い
ろ
な
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
は

言
え
、「
鎖
工
場
」
に
勤
務
し
て
、
自
分

で
自
分
を
縛
る
「
鎖
」
を
作
り
続
け
て
い

る
一
人
で
あ
る
。
招
待
状
を
も
ら
っ
て
す

ぐ
に
「
行
こ
う
」
と
決
め
て
パ
リ
に
脱
出

し
た
大
杉
栄
と
は
違
う
。
出
発
ま
で
に
文

献
セ
ン
タ
ー
に
関
わ
る
方
々
に
問
い
合
わ

せ
を
し
て
資
料
を
教
え
て
も
ら
う
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
っ
た
の
で
、
最

初
に
、
ど
う
や
っ
て
参
加
を
決
心
す
る

に
至
っ
た
の
か
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た

い
。

　

こ
の
会
議
が
あ
る
と
い
う
話
は
、

二
〇
一
三
年
一
一
月
、
日
本
に
滞
在
中
の

ガ
ブ
リ
エ
ル･

ク
ー
ン
さ
ん
か
ら
教
え
て

も
ら
っ
た
。
彼
と
初
め
て
会
っ
た
の
は
、

二
〇
一
二
年
八
月
、
サ
ン
・
テ
ィ
ミ
エ
で

開
催
さ
れ
た
国
際
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
会
合
の

と
き
で
あ
る
。
そ
の
縁
で
彼
を
日
本
に
呼

び
、
明
治
大
学
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
た
（
な
お
、
今
年
に
な

っ
て
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
書
と

も
言
え
る
『
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ナ
ー
キ
ズ

ム
の
過
去･

現
在･
未
来
』
を
出
し
た
）。

　

サ
ン
・
テ
ィ
ミ
エ
会
合
に
参
加
し
て
み

て
、
国
際
的
な
集
ま
り
で
交
流
す
る
こ
と

の
お
も
し
ろ
さ
が
よ
く
わ
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ク
ー
ン
さ
ん
が
日
本

に
い
る
と
き
に
、「
ま
た
ア
ナ
ー
キ
ス
ト

の
国
際
的
な
会
合
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い

か
ら
、
何
か
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
」

と
伝
え
た
と
こ
ろ
、
バ
ク
ー
ニ
ン
生
誕

二
〇
〇
周
年
記
念
会
議
に
つ
い
て
メ
ー
ル

を
受
け
取
っ
た
と
こ
ろ
だ
、
と
教
え
て
く

れ
た
。
し
か
し
そ
の
時
は
、
翌
年
の
こ
と

だ
か
ら
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ま
り
深
く
考

え
て
い
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
生
誕
二
〇
〇
周
年
記
念
会
議

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
つ
け
、
日
程
が
わ

か
っ
た
。
し
か
し
、
日
程
は
変
更
す
る
か

も
し
れ
な
い
と
も
書
か
れ
て
あ
り
、ま
た
、

ロ
シ
ア
語
で
書
か
れ
て
あ
る
と
こ
ろ
は
ほ

と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
。
し
か
も
、
参
加
者

は
報
告
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ら
し

い
。
だ
が
私
は
、
六
月
上
旬
ま
で
に
作
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
報
告
が
二
つ
あ
り
、

そ
れ
以
外
の
仕
事
も
山
積
し
て
い
た
。
そ

の
上
、
日
程
は
土
日
で
あ
る
と
は
い
え
、

ま
だ
学
期
期
間
中
で
あ
る
。
ゼ
ミ
を
一
回

分
つ
ぶ
さ
な
け
れ
ば
行
け
な
い
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
あ
る
。「
ロ
シ
ア
語
も
お
ぼ
つ
か

な
い
の
に
行
っ
て
ど
う
な
る
」
と
い
う
声

が
頭
の
中
で
聞
こ
え
て
く
る
。
加
え
て
、

バ
ク
ー
ニ
ン
の
専
門
家
の
Ｙ
さ
ん
か
ら

は
、
事
情
が
あ
っ
て
行
け
そ
う
に
な
い
、

と
い
う
連
絡
を
受
け
取
っ
て
い
た
。
彼
が

行
か
な
い
の
な
ら
、
私
も
行
く
必
要
は
な

い
だ
ろ
う
、
と
思
っ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
よ
う
な
話
を
、
別
の

会
合
で
出
会
っ
た
ロ
シ
ア
史
の
専
門
家
Ａ

さ
ん
に
話
し
た
と
こ
ろ
、「
言
葉
が
わ
か

ら
な
く
て
も
、
そ
の
人
が
生
ま
れ
た
場
所

で
報
告
会
に
同
席
で
き
れ
ば
、
そ
こ
に
い

る
だ
け
で
幸
せ
だ
か
ら
、
私
だ
っ
た
ら
行

く
と
思
い
ま
す
」と
言
わ
れ
た
。
そ
し
て
、

ロ
シ
ア
旅
行
の
と
き
に
よ
く
使
っ
て
い

る
、
と
い
う
旅
行
代
理
店
を
教
え
て
も
ら

っ
た
。「
行
か
な
い
」
と
い
う
決
心
が
こ

こ
で
ぐ
ら
つ
い
た
。
し
か
し
、
日
程
を
見

直
す
と
、
私
の
職
場
の
組
合
が
加
入
し
て

い
る
全
国
レ
ベ
ル
の
連
合
組
織
が
定
期
大

会
を
開
催
す
る
日
程
と
し
っ
か
り
と
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
し
て
い
る
。
し
か
も
私
は
委
員

長
で
あ
る
。
や
は
り
ロ
シ
ア
に
は
行
か
な

い
方
が
よ
い
、
バ
ク
ー
ニ
ン
よ
り
職
場
の

組
合
だ
ろ
う
。
そ
う
思
っ
て
、念
の
た
め
、

組
合
の
書
記
さ
ん
に
、
そ
う
い
う
会
議
が

ロ
シ
ア
で
あ
る
の
だ
が
、
や
は
り
組
合
の

ほ
う
が
大
事
だ
か
ら
、
委
員
長
で
あ
る
私

は
定
期
大
会
に
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
よ
ね
、
と
確
認
し
て
み
た
。
す
る
と
彼

バ
ク
ー
ニ
ン
生
誕
二
〇
〇
周
年

記
念
会
議
参
加
記
（
１
）　
　
　
　
田
中
ひ
か
る
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女
は
、「
大
会
に
は
委
任
状
を
出
せ
ば
済

み
ま
す
か
ら
、
ロ
シ
ア
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
ロ
シ
ア
の
ほ
う
が
大
事
で
す
」
と
断

言
し
た
。
こ
れ
で
ほ
ぼ
決
定
だ
っ
た
（
そ

の
後
わ
か
っ
た
こ
と
だ
が
、定
期
大
会
は
、

途
中
で
代
議
員
数
が
足
り
な
く
な
り
、
い

く
つ
か
の
議
案
の
採
決
が
で
き
な
く
な
っ

た
た
め
、
一
〇
月
に
臨
時
定
期
大
会
を
開

く
こ
と
に
な
っ
た
。
結
局
私
は
、
そ
ち
ら

に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
い
う

こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
も
そ
も
委
任
状
を

出
す
と
い
う
仕
組
み
が
あ
っ
た
か
ど
う
か

が
怪
し
い
）。

　

五
月
半
ば
、
Ａ
さ
ん
か
ら
教
え
て
も
ら

っ
た
旅
行
代
理
店
に
、
お
そ
る
お
そ
る
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伝
え
る
と
、
あ
っ
と
い
う

間
に
旅
行
の
概
要
が
送
ら
れ
て
き
た
。
プ

リ
ャ
ム
ー
ヒ
ノ
で
あ
ろ
う
が
、
シ
ベ
リ
ア

の
果
て
で
あ
ろ
う
が
、
ロ
シ
ア
へ
の
旅
行

だ
っ
た
ら
何
で
も
お
任
せ
く
だ
さ
い
、
と

い
う
プ
ロ
の
自
信
が
伝
わ
っ
て
く
る
メ
ー

ル
の
回
答
だ
っ
た
。「
や
っ
ぱ
り
行
き
ま

せ
ん
」
と
は
言
え
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
で

完
全
に
「
外
堀
」
が
埋
め
ら
れ
た
。

　

現
地
の
事
情
を
知
っ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
と
思
い
、
Ｙ
さ
ん
に
連
絡
す
る
と
、

な
ん
と
Ｙ
さ
ん
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。
現
地
に
行
っ
て
ロ
シ
ア
語

が
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
問
題
も
な
く
な

っ
た（
実
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）。
こ
う
し

て
私
は
「
鎖
」
を
作
る
の
を
や
め
て
し
ま

っ
た
。
誰
一
人
「
行
く
な
」
と
は
言
わ
ず
、

む
し
ろ
「
行
き
な
さ
い
」
と
私
の
背
中
を

押
す
人
ば
か
り
だ
っ
た
。

報
告
の
作
成
と
旅
行
の
準
備

　

Ｙ
さ
ん
か
ら
、
報
告
要
旨
を
提
出
し
た

後
に
報
告
全
文
を
送
る
こ
と
、
と
い
う
、

会
議
の
実
行
委
員
会
と
い
う
か
、
国
外
か

ら
の
参
加
者
と
の
や
り
と
り
を
担
当
し
て

い
る
ら
し
い
ロ
シ
ア
人
の
Ｔ
さ
ん
か
ら
指

示
さ
れ
た
手
順
を
伝
え
て
も
ら
っ
た
。
六

月
初
旬
に
予
定
し
て
い
た
二
つ
の
報
告
の

準
備
を
済
ま
せ
る
と
、
ロ
シ
ア
で
の
報
告

の
準
備
に
取
り
か
か
っ
た
。
報
告
の
テ
ー

マ
は
、
日
本
に
お
け
る
バ
ク
ー
ニ
ン
の
受

容
史
に
す
る
こ
と
に
し
た
。
Ｙ
さ
ん
の
よ

う
な
バ
ク
ー
ニ
ン
の
専
門
家
で
も
な
く
、

ロ
シ
ア
語
も
で
き
な
い
私
が
、
ロ
シ
ア
で

報
告
し
て
現
地
の
人
た
ち
に
多
少
と
も
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
と
す
れ
ば
、
日
本

語
で
し
か
知
り
得
な
い
情
報
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
、
何
ら
か
の
形
で
ロ
シ
ア
と
も
関

わ
り
が
あ
り
、
そ
し
て
、
現
在
の
日
本
に

お
け
る
バ
ク
ー
ニ
ン
受
容
も
し
く
は
ア
ナ

ー
キ
ズ
ム
の
現
状
に
言
及
し
た
、
そ
の
よ

う
内
容
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え

た
。

　

と
り
あ
え
ず
、
ほ
ん
と
う
に
簡
単
な
報

告
要
旨
を
送
り
、
詳
し
い
内
容
は
後
か
ら

考
え
る
こ
と
に
し
た
。
英
語
で
下
書
き
を

し
て
Ｍ
さ
ん
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
何

と
か
六
月
一
日
ま
で
に
メ
ー
ル
で
送
信
し

た
。
次
に
報
告
の
本
文
を
作
成
す
る
作
業

に
入
っ
た
。
し
か
し
、
集
め
た
文
献
す
べ

て
に
目
を
通
す
時
間
が
な
い
。
必
要
と
思

わ
れ
る
文
献
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
か
た

が
た
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
て
集
め
て
い

た
。
こ
れ
ら
の
文
献
や
情
報
す
べ
て
に
言

及
す
る
形
で
報
告
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
い

た
。
だ
が
、
報
告
時
間
は
三
〇
分
以
内
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
当
初
考
え
て
い
た
内

容
を
圧
縮
し
、
で
き
る
だ
け
シ
ン
プ
ル
な

話
に
し
よ
う
と
考
え
た
。
Ｍ
さ
ん
に
は
、

要
旨
の
英
語
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
っ
た

際
に
、
今
度
は
少
し
長
い
文
章
の
英
語
チ

ェ
ッ
ク
を
お
願
い
し
ま
す
よ
、
と
予
告
し

て
お
い
て
、
ま
ず
は
日
本
語
の
文
章
作
成

に
取
り
か
か
っ
た
。

　

日
本
で
の
バ
ク
ー
ニ
ン
に
関
す
る
出
版

は
、
一
九
六
八
年
頃
が
ピ
ー
ク
で
、
盛
ん

だ
っ
た
の
は
一
九
七
〇
～
八
〇
年
代
ま
で

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
何
と
な
く
わ
か
っ

た
。
ま
た
、
バ
ク
ー
ニ
ン
が
戦
後
の
日
本

で
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
の
か
と
い
う

こ
と
は
、
そ
う
い
っ
た
文
献
か
ら
ほ
ぼ
見

当
が
つ
い
た
。
他
方
、
日
本
語
で
書
か
れ

た
バ
ク
ー
ニ
ン
に
関
す
る
評
論
と
し
て

は
、
大
杉
栄
が
書
い
た
も
の
が
最
も
お
も

し
ろ
か
っ
た
。
大
杉
は
バ
ク
ー
ニ
ン
を
聖

人
扱
い
せ
ず
、
だ
ら
し
が
な
い
が
憎
め
な

い
、
そ
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
描
い
て
い

る
。
ロ
シ
ア
文
学
で
よ
く
扱
わ
れ
る
人
間

の
タ
イ
プ
で
あ
る
か
ら
、
ロ
シ
ア
で
も
こ

の
よ
う
な
バ
ク
ー
ニ
ン
評
は
理
解
し
て
も
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ら
え
る
だ
ろ
う
。
戦
後
の
日
本
で
は
バ
ク

ー
ニ
ン
の
革
命
論
や
マ
ル
ク
ス
（
主
義
）

批
判
が
注
目
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
そ

れ
ら
に
く
ら
べ
る
と
、
大
杉
の
バ
ク
ー
ニ

ン
評
は
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。
だ
が
、
そ

こ
が
お
も
し
ろ
い
。
報
告
の
骨
格
が
決
ま

っ
た
。
そ
れ
以
外
の
諸
々
の
情
報
は
、
せ

っ
か
く
集
め
た
が
、
報
告
に
は
盛
り
込
む

こ
と
を
断
念
し
た
。

　

報
告
の
準
備
と
平
行
し
て
、
現
地
へ
の

旅
行
の
準
備
も
進
め
た
。
と
い
っ
て
も
ほ

と
ん
ど
旅
行
代
理
店
に
お
願
い
し
て
い
た

の
だ
が
、
プ
リ
ャ
ム
ー
ヒ
ノ
へ
の
経
路
や

宿
泊
に
つ
い
て
は
、
こ
ち
ら
で
現
地
に
問

い
合
わ
せ
て
確
認
し
た
上
で
代
理
店
に
伝

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ロ
シ
ア
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
異
な
り
観
光
で
も
ビ
ザ
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
宿
泊
先
が

決
ま
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｙ
さ

ん
経
由
で
教
え
て
も
ら
っ
た
会
議
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
七
月
一
二
日
の
早

朝
に
モ
ス
ク
ワ
の
地
下
鉄
の
駅
に
集
合

し
、
そ
こ
か
ら
バ
ス
で
五
時
間
か
け
て
バ

ク
ー
ニ
ン
の
生
地
プ
リ
ャ
ム
ー
ヒ
ノ
に
向

か
い
、
現
地
に
あ
る
個
人
の
家
か
学
生
向

け
の
宿
泊
施
設
ら
し
き
所
に
一
泊
す
る
、

と
い
う
こ
と
ら
し
か
っ
た
。
メ
ー
ル
の
や

り
と
り
を
し
て
い
く
う
ち
に
、
ど
う
や
ら

寝
る
場
所
や
食
事
は
あ
る
ら
し
い
が
ホ
テ

ル
は
な
い
ら
し
い
、
鉄
道
に
よ
る
ア
ク
セ

ス
も
な
い
ら
し
い
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か

っ
て
き
た
。

　

い
っ
た
い
自
分
は
ど
こ
に
行
く
の
か
。

「
プ
リ
ャ
ム
ヒ
ノ
」「
プ
リ
ャ
ム
ー
ヒ
ノ
」

と
い
う
複
数
の
日
本
語
表
記
、
キ
リ
ル
文

字･

ロ
ー
マ
字
の
表
記
を
手
が
か
り
に
し

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
る

と
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
北
に
向
か
っ
て
か
な

り
の
距
離
を
走
ら
な
け
れ
ば
た
ど
り
着
け

な
い
場
所
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ

の
先
を
さ
ら
に
北
へ
北
へ
と
進
め
ば
、
最

後
は
サ
ン
ク
ト･
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
へ
と
至

る
。
し
か
し
、
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
も

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
も
言
及
が
な
い
と
て

も
小
さ
な
村
の
よ
う
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
で

検
索
し
て
一
番
ヒ
ッ
ト
す
る
の
は
、
バ
ク

ー
ニ
ン
生
誕
二
〇
〇
周
年
記
念
会
議
の
サ

イ
ト
で
あ
る
。
調
べ
て
も
ロ
シ
ア
語
の
情

報
さ
え
少
な
い
よ
う
な
の
で
、
プ
リ
ャ
ム

ー
ヒ
ノ
に
つ
い
て
事
前
に
知
識
を
得
る
こ

と
に
つ
い
て
は
あ
き
ら
め
た
（
帰
国
後
、

よ
く
調
べ
れ
ば
情
報
は
も
っ
と
あ
っ
た
こ

と
に
気
づ
い
た
が
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述

す
る
）（
続
く
）。

ア
ナ
キ
ズ
ム
文
献
セ
ン
タ
ー
通
信
第
28
号

発
行
／
２
０
１
４
年
９
月
30
日

発
行
所
／
ア
ナ
キ
ズ
ム
文
献
セ
ン
タ
ー

編
集
／
運
営
委
員
会

連
絡
先
／
東
京
都
新
宿
区
新
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価
／
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１
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０
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イ
ベ
ン
ト
の
際
に
場
所
を
提
供
し
て
頂

く
な
ど
、
当
セ
ン
タ
ー
も
度
々
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
、
新
宿
二
丁
目
の
カ
フ
ェ
・

ラ
バ
ン
デ
リ
ア
に
、
山
鹿
泰
治
に
ち
な
ん

だ
メ
ニ
ュ
ー
「
Ｂ
＆
Ｃ
セ
ッ
ト
」
が
誕
生

し
ま
し
た
。
一
九
三
〇
年
、
山
鹿
泰
治

は
、
京
都
の
パ
ン
屋
進
々
堂
の
オ
ー
ナ
ー

続
木
斉
に
誘
わ
れ
、
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か

り
の
進
々
堂
カ
フ
ェ
支
店
の
運
営
を
お
よ

そ
半
年
間
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
に
人

気
だ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
、
マ
グ
カ
ッ
プ
・

サ
イ
ズ
の
コ
ー
ヒ
ー
と
、
進
々
堂
特
製
の

パ
ン
。
今
年
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
・
リ
ズ

ム
・
ア
サ
イ
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
た
山
鹿
泰

治
展
を
訪
れ
た
ラ
バ
ン
デ
リ
ア
の
ス
タ
ッ

フ
が
、
山
鹿
の
進
々
堂
時
代
の
話
に
触

れ
、
そ
こ
か
ら
着
想
を
得
て
、
ア
ナ
キ
ス

ト
詩
人
・
三
島
祥
司
さ
ん
が
兵
庫
・
夙
川

で
経
営
す
る
パ
ン
屋
ア
ミ
ー
ン
ズ
・
オ
ー

ブ
ン
の
ベ
ー
グ
ル
と
、
メ
キ
シ
コ
・
サ
パ

テ
ィ
ス
タ
自
治
区
産
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
・
コ
ー
ヒ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た
「
Ｂ
＆

Ｃ
セ
ッ
ト
」
を
開
発
。
ラ
バ
ン
デ
リ
ア
で

話
題
の
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新

宿
に
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ

い
。

http://cafelavanderia.blogspot.jp/

カ
フ
ェ
・
ラ
バ
ン
デ
リ
ア
に

山
鹿
泰
治
メ
ニ
ュ
ー
誕
生
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クロポトキン 正義と道徳　　新訂版 麻生義（訳） 黒色戦線社 197907
ゴドウィン，ウィリア
ム

政治の正義 財産編 はしもと　よしは
る（訳）

バルカン社 196909

小川正夫評論集 性とアナキズム 小川正夫遺稿集刊行
会

19740124

クロポトキン 青年に訴う クロポトキン・パンフレット・
シリーズ第１集　

大杉栄（訳） 自由連合編集局

フーリエ／プルードン 世界大思想全集　16 社團的社会主義要綱・労働者
階級の政治的能力

安谷寛一／石川
三四郎（訳）

春秋社 19300710

マラテスタ，エンリコ 選挙戦に際して 付　マラテスタ伝 黒色戦線社 19710208
笹本雅敬 選挙について 日本アナキスト連盟 19630225
大沢正道 全体革命への序説 アナキズムを超えるために 麦社 19710315
クロポトキン 相互扶助論 大杉栄（訳） 春陽堂 19311005
秋山清 象のはなし 詩集 コスモス社 ( 東京 ) 19590715
秋山清 啄木と私 たいまつ社 19771015
玉川信明 ダダイスト　辻潤 論創社 19840530
チェ・ゲバラ，エルネ
スト

チェ・ゲバラ モーターサイクル南米旅行日
記

棚橋加奈江（訳） 現代企画室 19971008

スカラピーノ，R・A
／ユー，G・T

中国のアナキズム運動 丸山松幸（訳） 紀伊國屋書店 19701225

玉川信明 中国の黒い旗 晶文社 19810725
松田政男 テロルの回路 三一書房 19691130
大沢正道 転生と狂気 カタロニア社 19890205
ファブリ，L 独裁と革命 添水三郎（訳） 麦社 19690830
寺島珠雄 南天堂 松岡虎王麿の大正・昭和 皓星社 19990916
後藤彰信 日本サンジカリズム運動史 白井新平（解説） 啓衆新社（東京） 19840916
秋山清 日本の叛逆思想 ―アナキズムとテロルの系譜

―
現代思潮社 19601130

大門一樹 盗みの考現学 現代評論社 19731010
赤羽一 農民の福音（復刻・増補版） 黒色戦線社 19831201
萩原恭次郎 萩原恭次郎全集　第 2 巻　初期作品篇 秋山清、伊藤信吉、

川浦三四郎　編
静地社 19801025

萩原恭次郎 萩原恭次郎全集　第 3 巻　散文篇 秋山清、伊藤信吉、
川浦三四郎　編

静地社 19821001

萩原恭次郎 萩原恭次郎全集　第 1 巻　詩篇 秋山清、伊藤信吉、
川浦三四郎　編

静地社 19800205

萩原朔太郎 萩原朔太郎詩集 伊藤信吉 ･ 編 角川書店 19560705
向井孝（編） 叛逆頌 小松亀代吉追悼 叛逆頌刊行世話人会 19720412
大杉栄／伊藤野枝／村
木源次郎／中浜鐵他

反逆者の獄中手記 大正末期から昭和初めにかけ
て失れたわが無政府主義者の
獄中手記

黒色戦線社 19710124

大杉栄 叛逆への情熱 ―わが人生観 21― 大和書房 19710310
大沢正道 反国家と自由の思想 川島書店 19700115
ホブズボーム，Ｅ．Ｊ 反乱と革命 同時代論集　Ⅱ 斉藤孝／木畑洋一

（訳）
未来社 19790415

カー，Ｅ・Ｈ バクーニン（下） 大沢正道（訳） 現代思潮社 19651031
カー，Ｅ・Ｈ バクーニン（上） 大沢正道（訳） 現代思潮社 19650831
クランストン，モーリ
ス

バクーニンとマルクス　架空会見記 加藤茂（訳） 日本アナキスト連盟 19660915

平井征夫 バルセロナ日記 カタルーニャとエスペラント リベーロイ社 20030601
ルフェーブル ,H. パリ・コミューン　上 岩波書店 1967
ルフェーヴル，Ｈ パリ・コミューン　下 河野健二／柴田朝

子（訳）
岩波書店 19680427

ミッシェル , ルイーズ パリ・コミューン（上） 人文書院 1971
ミッシェル，ルイズ パリ・コミューン　下 一女性革命家の手記 天羽均／西川長夫

（訳）
人文書院 19720301

リサガレー パリ・コミューン　下 喜安朗／長部重康
（訳）

現代思潮社 19690315

リサガレー パリ・コミューン　上 喜安朗／長部重康
（訳）

現代思潮社 19681125

パリ憲章 日本アナキスト連盟 19500520
クロポトキン 麺麭の略取 岩波書店 1960

「広島の歌」編集委員会広島のうた 感想集 「広島のうた」編集委
員会 ( 広島市・浅野
図書館 )

19641101

センプルーン，ホルへ フェデリーコ・サンチェス回想録 スペイン共産党私史 緑川かおる（訳） 柘植書房 19791110
高群逸枝 婦人戦線に立つ　Ⅰ 女性史研究会（編）
高群逸枝 婦人戦線に立つ Ⅱ 女性史研究会（編）
クロポトキン 仏蘭西革命史（下巻） 淡徳三郎（訳） 改造社 19310325
クロポトキン 仏蘭西革命史（上巻） 淡徳三郎（訳） 改造社 19310215
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宮本三郎 アナーキスト群像回想記 サブロー少年覚え帳 あ・うん 20060508
アルヴォン，アンリ アナーキズム 左近毅 白水社 19720807
幸徳秋水／大杉栄／岩
佐作太郎他

アナーキズム 現代日本思想体系 16 松田道雄（編集・
解説）

筑摩書房 19631010

白井新平 アナーキズムと天皇制 三一書房 19801215
ジョル，ジェームズ アナキスト 萩原延壽・野水瑞

穂（訳）
岩波書店 19750228

バレット , ジョージ アナキスト革命 私家版 ( 伊串英治 ) 19620710
向井孝 アナキストたち 〈無名〉の人びと 「黒」発行所 20050806
向井孝 アナキズムとエスペラント ―山鹿泰治・人とその生涯― JCA 出版 19800315
ゴールドマン，エマ アナキズムと女性解放 はしもとよしはる

（訳）
ＪＣＡ 19780230

大沢正道 アナキズムの原理と原則
萩原晋太郎 アナルコ・サンジカリズム リベルテールの会 19700701
センデール，ラモン 嵐のマドリード 浜田滋朗（訳） 西和書林 19840126
安藤昌益 安藤昌益 野口武彦（責任編

集・解説）
中央公論社 19711110

寺尾五郎 安藤昌益の闘い 農山漁村文化協会 19780601
大原緑峯（大沢正道） 石川三四郎 ─魂の導師 ㈱リブロポート（東

京）
19871005

石川三四郎 石川三四郎著作集　1 論稿Ⅰ 大沢正道（編） 青土社 19781105
石川三四郎 石川三四郎著作集　2 論稿Ⅱ 大沢正道（編） 青土社 19771125
石川三四郎 石川三四郎著作集　3 論稿Ⅲ 大沢正道（編） 青土社 19780810
石川三四郎 石川三四郎著作集　4 論稿Ⅳ 大沢正道（編） 青土社 19780610
石川三四郎 石川三四郎著作集　5　 パンフレット 大沢正道（編） 青土社 19780130
石川三四郎 石川三四郎著作集　6 回想 大沢正道（編） 青土社 19780410
石川三四郎 石川三四郎著作集 7 書簡 大沢正道（編） 青土社 19790730
石川三四郎 石川三四郎著作集　8 自叙伝 大沢正道（編） 青土社 19771010
小野十三郎 歌と逆に歌に わがバテリエ 創樹社 19730825
伊藤ルイ 海の歌う日 大杉栄・伊藤野枝―ルイズよ

り
講談社 19851030

都築忠七 エドワード・カーペンター伝 人類連帯の予言者 晶文社 19851115
江西一三 江西一三自伝 労働運動一筋の生涯 江西一三自伝刊行会 19760501
石川三四郎 エリゼ・ルクリュ 思想と生涯 國民科学社 19480925
マーティン，チャール
ス

〝科学〟から自由へ 自由社会のために 遠藤斌（訳） 地六社 19650520

マーティン，チャール
ス

科学から自由へ 自由社会のために 遠藤斌（訳） 地六社 19650520

ホブズボーム，Ｅ．Ｊ 革命家たち 同時代論集　Ⅰ 斉藤孝／松野妙子
（訳）

未来社 19781115

喜安朗 革命的サンディカリズム パリ・コミューン以後の行動
的少数派

河出書房新社 19720131

クロポトキン 革命の研究 クロポトキン・パンフレット・
シリーズ第２集

大杉栄（訳） 自由連合編集局

ドブレ , レジス 革命の中の革命 谷口侑（訳） 晶文社 19671120
オーウェル，ジョージ カタロニア讚歌 都築忠七（訳） 岩波書店 19920518
小海英二 ガルシーア・ロルカ評伝 読売新聞社 19810110
辻まこと／武林無想庵
／小野庵保蔵／菅野青
顔他

虚無思想研究　　下 大沢正道（編） 蝸牛社 19751220

辻潤／新居格／石川
三四郎／松尾邦之介他

虚無思想研究　上 大沢正道（編） 蝸牛社 19750920

板垣哲夫 近代日本のアナーキズム思想 吉川弘文館 19960310
伊藤信吉 逆流の中の歌 ―詩的アナキズムの回想― 七曜社 19631120
ギュイヨー 義務も制裁もなき道徳 長谷川　進 岩波書店 19540303
大杉栄 クロポトキン研究 麥人社 1948125
クロポトキン クロポトキン全集　第１巻 一叛逆者の言葉／新しき時代　

他
石川三四郎（訳） 春陽堂 19290515

クロポトキン クロポトキン全集　第 12 巻 倫理学・その起源と発達 八田舟三（訳） 春陽堂 19280930
ベルクマン，A クロンシュタットの叛逆 小池英三（訳） 麦社 19690920
リード，ハーバート 芸術の意味 滝口修造（訳） みすず書房 19590325
リード，ハーバート 藝術論集 増野正衛／飯沼馨

／森清（訳）
みすず書房 19570130

ウォード，コリン 現代のアナキズム 西村徹／ビリング
ズリー，Ｐ（訳）

人文書院 19771220


